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徳島県総合計画審議会 会議録

Ⅰ 日時 令和４年２月４日（金）午前１０時４５分～午後０時１５分

Ⅱ 場所 ＪＲホテルクレメント徳島

Ⅲ 出席者（委員４４名中２９名出席）

（委員）

山中英生会長、中央子副会長、青木正繁委員、井上知美委員、大森千夏委員、

梯学委員、唐崎(檜)千尋委員、来田美晴委員、小谷憲市委員、小林通伸委員、

近藤洋祐委員、影治信良委員、歯朶山加代委員、清水康代委員、瀬尾規子委員、

髙井正明委員、近森由記子委員、寺内カツコ委員、布川徹委員、福山德委員、

古本奈奈代委員、松浦ひろみ委員、松尾彩委員、松﨑美穂子委員、松永好史委員、

真鍋恵美子委員、真鍋浩章委員、三谷茂樹委員、森本和代委員

（県）

知事、企業局長（政策創造部長事務取扱）、各部局副部長 ほか

Ⅳ 議題

１ 「『未知への挑戦』とくしま行動計画」の見直しについて

２ その他

＜配布資料＞

資料1 「『未知への挑戦』とくしま行動計画」の令和４年度に向けた見直し

（案）について

資料2 「『未知への挑戦』とくしま行動計画」見直しシート

資料3 令和４年度版「『未知への挑戦』とくしま行動計画」重点項目一覧

資料4 県政運営評価戦略会議からの「ターゲットごとの意見・提言」への対

応方針等

資料5 県政運営評価戦略会議で採択された「県民からの優れた意見・提言」

への対応方針等

資料6 「『未知への挑戦』推進部会」(令和3年12月3日)における委員意見へ

の対応内容

資料7 対話集会「新未来セッションNEO・2021」意見への対応内容

Ⅴ 会議録

１ 「『未知への挑戦』とくしま行動計画」の見直しについて

・「未知への挑戦」推進部会での審議内容について、金部会長（副会長）から報告

・事務局より「『未知への挑戦』とくしま行動計画」の見直しについて、資料1、

資料3等により説明

その後、意見交換が行われた。
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＜意見交換＞

（山中会長）

これから意見交換に入りたいと思います。１２時３０分までということで伺っておりま

す。いまから約１時間ほどくらいですが、事務局のご連絡と知事さんからの一言、コメン

トをいただきたいと思いますので、１２時２０分くらいまでを目処に意見交換を進めて行

きたいと思っていますのでよろしくお願いいたします。３０数名いらっしゃるので、なる

べくコンパクトにご意見を、できるだけ多くの方にお話いただきたいと思っています。途

中で切るのは非常に心苦しいので、できるだけみなさんにお話をしていただけたらと思っ

ています。それではご協力よろしくお願いいたします。どなたからでも結構ですので、今

回見直しのテーマあるいはこれ以外にもご意見がありましたらよろしくお願いします。

瀬尾委員、お願いします。

（瀬尾委員）

質問させて頂きます。国の方で先ほど知事からもおっしゃられましたが、岸田総理大臣

からデジタル田園都市国家構想ということで、５．７兆円の投資すること、デジタル支援

員を推進するという話があったと思います。ＤＸを推進してきたことが現実となってきた

と思いますが、本県の行動計画にどのように反映されているのでしょうか。

（山中会長）

はい。ご質問ありがとうございます。じゃあ質問は後にして、ほかにご意見がありまし

たらお願いします。梯委員、お願いします。

（梯委員）

資料３のところに、人生１００年時代、学びの充実のところに記載がされております。

当初私も人生１００年時代というのもあるんだなと思っていたのですが、いよいよ私も還

暦を迎えることとなりまして、１００年というのは決して変な数字ではないのかなと思っ

ております。人生１００年時代となりますと、下は幼稚園、小学生、上は、私の母親もま

だまだ９０歳で元気なのですが、非常に手に負えない老人が県内で活躍をすると、いろい

ろな世代間を繋げていくのかというのがこれからの問題になるのではないかなと思いま

す。元気なシニアの方には働ける場を提供してもらわなければならないですし、小学生に

はいかに好奇心を満足にしていくかを検討していかなければならないと思います。徳島と

しては、文化だったりスポーツの分野においてもう少し力を入れていくことによって、観

光の分野においてもスポーツや文化を入れていく。バスケのプロチームも徳島にもできる

といニュースに流れておりましたけど、人生１００年時代は、徳島県民にとりましても文

化やスポーツの部分で健康ますます増進していく、観光に取り入れていくことも一つでは

ないか。そういうものにＤＸを使いまして世代間をいかに文化とスポーツで繋げていくの

かということを取り上げていかなければならないのではないかと思います。徳島は阿波お

どりが全国また世界に発信する文化もありますので、そういう中で観光をいかに盛り上げ

ていくかという部分、また県民の健康増進を受動していくかという部分でも文化であった
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り音楽、いろいろ含めての文化であったりスポーツであったりというものをもう少し力を

いれていってもいいのではないかと思います。

（山中会長）

ありがとうございます。仰るように文化とかスポーツとかを、観光とか人のつながりと

か、別の分野に対する波及をどんどん進めて行くということは大切なご指摘だと思いまし

た。いかがでしょうか。それでは次ご質問ある方どうぞ。

（唐崎委員）

これだけの資料本当にありがとうございます。うれしく思います。梯さんからも文化と

かスポーツとかの話がありました。新ホールについて知事ありがとうございます。私の生

徒に高３の子がいるんですけど、大学を悩んでて、バレエとか舞踊がすごく大好きな子だ

ったんですけど、その子のやっぱり将来を考えると一般学部に進もうかという話をしてた

んですけど、新ホールが建設されるという話をニュースとか新聞で読んで、大学の進学を

芸術学部に変えました。自分の４年間舞台の勉強して、それで仕事、修行して帰ってくる

とちょうどホールができているということで、本人が親を説得して学校の先生も説得して

自分でこうやっていくというような、本当に夢を与えてくれたというか希望とか、自分の

生き方に関して後押ししてもらった。こういう子ども達もこれから増えるのではないかと

思って、本当にありがたく思っています。楽しみにしております。ホールに関してまして

もユニバーサルデザインから一歩少し進んだインクルージブなものとして建物とか概要が

進んでいくのではないか。もちろんＤＸ・ＧＸ、ＳＤＧｓ含めて、今１００年時代ってお

っしゃられるように、小さなお子さまから１００年過ぎても文化やスポーツを楽しめるホ

ールになるんじゃないかと思って、そういうものを楽しみにしております。本当にありが

とうございます。

それともう一つ、民俗芸能をしておりまして、私の家にあります古い資料を県の後押し

がありましてデジタル化がどんどん進んでおります。そのおかげでＣＤになったり写真集

になったりして徳島の古い文化が形にどんどんなってまして、今年のあわぎんホールさん

のほうで大きな写真展をさせて頂くこととなりました。それは私個人の力ではどうしよう

もなかったところを、県の方に後押しをいただいてできました。文化だけではなくて教育

であったりデジタルアーカイブとか徳島というところのバックボーンになりながら、根幹

になりながら、万博や未来に向かって徳島唯一のモノとして世界に発信してその方達にま

た徳島に来て頂く、阿波おどりなど四大モチーフだけではなくて根幹としてバックボーン

になるんじゃないかと思いますので、文化、教育の方それから観光の方面に対してもいろ

いろ協力していただければと思いますし、私たちの方でもできるだけのことをして徳島を

ＰＲしていく、唯一無二のオリジナルの徳島というものを創り出して頂ければと思います。

これからもよろしくお願いします。

（山中会長）

はい。ありがとうございます。文化の大切さについて、たくさんの具体的な話をしてい

ただきました。劇場とかが単なる鑑賞場所ではなく、人を育てる場所という場所だという
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精神、大切なご指摘だと思いました。

（大森委員）

県政でご尽力いただいておりましてありがとうございます。資料２の１６ページの番号

２７５、生活保護のところなんですけれど、目標が関係機関と連携のもと生活保護の前の

段階の生活困窮者の就業自立等を促進すると、その活動自体はとても素晴らしいことで、

自分の力で、継続される方を支援するということでもっともなことと思うのですけど、生

活保護はその時点で必要な方には、すぐに生活保護の申請と生活保護の支給決定をお出し

いただいて、その目標はまあ頑張る方に、必要な生活保護というのが支給が遅れたりする

ことがないようにバランスをもって進めて頂けたらと思っています。私は依頼されたばか

りの初回の受給が遅れるというか日数がいつになるかわからないということで、その間、

どう生活していったらいいか、度々とはいいませんが、たまにされる状態でして、そうい

うのがないように、必要なところに受給頂けるようにしていただけたらと思います。以上

です。

（山中会長）

はい。ありがとうございます。ほかいかがでしょうか。

（松﨑委員）

あすたむらんどに開館しました木のおもちゃ美術館ですけど、年間来館者数１０万人と

いうことで、１０月２４日にグランドオープンいたしまして、約３ヶ月経ちまして、３３,
０００人を超えるご利用をいただいているところです。１２月は１万６３１５人、年末年

始は、徳島のご実家の祖父母に会いに来たということで県外の方が年末年始お越しになっ

ていただきました。今はコロナ禍で少ないんですけど、３ヶ月で３３，０００人を超えて

いるので、コロナ禍が収束すればですけど、人気で木のおもちゃ美術館の方も入館料８０

０円も最初は年金生活で高いとかおっしゃいますけれど、家族で入ると結構すると言って、

何人かは外でいらっしゃると見てたんですけど、一旦入ると最低でも館内は広くて日本一

大きい木のおもちゃ美術館ということで皆さん入った方は、すごいね素晴らしいねと、こ

んな施設が徳島にできたとはと皆さん感激して帰って行かれます。

この一週間はコロナ禍でずいぶん少なくなって土日の場合は、１，０００人超えてたん

ですけど平日だと２００人、３００人だったんですけど、最近は９０人ぐらいに減ってお

ります。ただ減っているんですけどカップルでこられたり、シニア世代の奥さんが来られ

たりだとか、県外から来られていると言われておりました。インスタグラム発信で徳島の

木のおもちゃ美術館に是非来てみたいとおっしゃられたので私たちもスタッフとボランテ

ィアとしても年間１０万人いかないかなと期待して、木のおもちゃ美術館に木育を普及・

推進するという大きな役割させていただいているのではないかなと思いました。このおも

ちゃ学芸員さんというボランティアで活躍している方が第４期生養成講座受講されて１８

０名登録されているのですけど、その方が６０代、７０代、８０代の人は少ないですけど、

６０・７０代の方はいらっしゃいます。その方達はボランティアで美術館に関わることで

自分は仕事をリタイアしたんですけどここで子どもとおもちゃを通して関わることで自分



- 5 -

たちの体力と少し働けるのではないかとすごく自信をもたれた方がずいぶんと多くなって

おります。そこで資料２のアクティブシニアを保育士の保育助手という形でシニア世代の

方が現場で働く、保育所の現場を支えるということで、書いて頂いているんですけど、赤

文字で実施主体である市町村と連携強化を図ることってあるんですけど、シニア世代の方

は子育て支援もしくはアクティブシニアの養成講座というところに行くのはすごく勇気が

いるそうなので、もし市町村の方にお伝えするときには地域子育て支援センター、国の事

業、もちろん県ももちろんなんですけど、地域子育て支援センターというのが各市町村に

ございますので、木のおもちゃ美術館というよりかは段階を経てアクティブシニアの方が

現場に復帰して社会に役に立ちたいという思い、気持ちを強く持ち、地域子育て支援セン

ター、各市町村にありますので、それの活用というものも市町村にお伝えしていただけれ

ばいいなと思いました。木のおもちゃ美術館の魅力とそれからシニア世代の方が働いてい

たい、私は社会貢献できるんだと、自分を若返らせてみたいことを美術館から発信できて

いることをお伝えさせて頂いて終わらせて頂きます。以上です。

（山中会長）

はい。ありがとうございます。木育という観点でずっと木のおもちゃの取り組みから進

んでいるなと。特に木を使うデザイナーというか、そういう人たちの育成につながってい

くんじゃないかなと。そうするとまた違った産業が徳島に出てくるのではというお話でし

た。

（布川委員）

最近のことで危惧されることがあるんですけど、昨年１２月つるぎ町の半田病院でサイ

バー攻撃受けましたよね。そして電子カルテシステム、結局コンピューターウイルスが入

ったことによって全く機能しなくなったことがあったことを皆さんまだ記憶に新しいと思

うのですが、非常に県も５Ｇ、ＤＸ・ＧＸこういったことに取り組むっていうのは非常に

素晴らしいと思うのですが、サイバー攻撃対策に対してですね、対策こういったものをあ

わせてやっていただければより効果的になるんではないんかなと。もう既にですね、やら

れているかもしれませんけれど、もしやられているんでしたら、そこらあたりの説明をで

すね、うかがえたらありがたいです。以上です。

（山中会長）

はい。ありがとうございます。ＤＸを推進する上で、セキュリティをちゃんとやるとい

うのはすごく大切なことだと思います。いま、そこがビジネスになっているところもあり

ますね。

（近森委員）

ＧＸというか、環境に配慮した施策が並んでおります。ＧＸもしかりなんですけど、Ｘ

の部分が大事だと言われております。トランスフォーメーションというんですけど、人の

意識を変える、行動の変容はすごく難しいと思います。意識はしているものの従来のやり

方をしてしまう。変えていかなければいけないけれど難しいと思うことがあります。今回、
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冊子も作るということで、意識に訴えかける部分とおもいますので、施策でしたり事業で

したり見解いただければなと思います。セキュリティの所なんですけど、すだちくんＷｉ

Ｆｉを入れさせて頂くんですけど、スマホに繋いだときにセキュリティが弱いですよと警

告が出るんですね。利便性を高めるために通信が暗号化されていないものなんですけど、

意識して分かって使っていたら大丈夫なんですけど、大事な情報を通信してしまうと読み

取られてしまう可能性があるんで、ホームページには注意喚起でてるんですけど、少し分

かりやすくというか、難しいかもしれませんけど、通信セキュリティストアに入って頂く、

そうすると利便性も高く、セキュリティも高く確保されますのである程度、県外から、海

外からいろいろ、これから万博なども開催されますので利便性を高めるためにももう少し

ご加入頂ければ良いかなと思います。以上です。

（山中会長）

はい。ありがとうございます。すだちくんＷｉＦｉ、そんな風になっているんですね。

はい。次の方どうでしょうか。

（寺内委員）

大阪万博は５０年前だったと思うんですけど、その時は大方のパビリオンが大企業では

なかったかと思っておりますが、今回は中小の小さいながらも素晴らしい企業、誰もが出

展できる雰囲気があるとお聞きしています。

徳島県は中小企業・小規模事業者が多い県ながら、素晴らしい徳島ならではの事業所が

あり、また、観光といえば阿波おどりというように、今は、コロナ禍で困っているところ

もございますけれども、意気沈むことなく２０２５年の万博に向けて、商工業や観光につ

いて今からしっかりとＰＲしていただいて、早く軌道に乗せていただきたい。

このようにこれからの徳島の経済、観光をはじめ全ての産業にすごく経済効果があるこ

とですから、日本はもとより世界に対して発信できるまたとないチャンスじゃないだろう

かなと思いますので、もう少しリードしてもらいたいなと感じております。どうぞよろし

くお願いします。

（山中会長）

はい。ありがとうございます。私も前の大阪万博の世代ですので、仰るように万博の大

切さ、いろんなことが始まってくるなと思います。いかがでしょうか。

（清水委員）

建築業界はコロナ禍で県内外の仕事がかなり減っているという実感があります。建設物

価も大変高騰しており予定価格を超えることもよくあるように感じております。

また民間でもこういった状況で建築しにくくなっていることがよくあります。県内で大き

な仕事が出るときは実務実績から、県内の実績から大手企業でないと入れないと、プロポ

ーザルに入れないというのが多々あるのが現状であります。大きな仕事も是非県内企業に

限ってはハードルを下げて頂いて、県内企業に関しては有利に入札やプロポーザルに参加

できるように資格を与えて頂けると大変ありがたいと思います。そうすることで県内企業
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が育ちまたこの実績を使って県外でも仕事がとれるということで県内で大きな企業が育っ

ていくと思います。

あと身近なことなんですけど、前回の審議会で食品トレーをリサイクルに出すのが面倒

だとお伝えさせて頂いたんですけど子育て世代で私の周りでも同じように感じている人が

多いことが多々いるようです。それでスーパーに持って行っても満杯で出せないこともあ

るようです。うちの下の子が通っている幼稚園では 1ヶ月に１度回収日がありますけど、
そこまで溜めておくことはなかなかできないのでそれまでに出してしまうことがありま

す。

そこで小学校や中学校でリサイクル施設を常設していただきたいと思います。子供の仕

事としてトレーを洗って学校に持って行くことをしてくれたら親も大変助かりますし、環

境教育になり回収率も高くなるのでは無いかと思います。よろしくお願いします。

（山中会長）

はい。ありがとうございます。建築業界のお話をいただきました。ＢＣＰということで、

小さな企業さんと一緒になって官民連携と話が進んでおりますので、ぜひ県内企業さんも

入っていければと思います。小学校のリサイクルボックスってないんですよ、実際。ごめ

んなさい、長くなるので、次にいきましょう。

（古本委員）

安全安心と言うことに関してですが、県外で来られる方でいくつか選択ポイントがある

のですが徳島に来ると安全安心で手厚い医療が受けられるという点がひとつ重要なことで

は無いかと思うのですが徳島の医師数の問題だと思うんです。歯医者さんは多いのですが

他の専門医の数というのが人口に対してどの程度かあまりわからないんです。

医療が割と大変というか高度医療というのに関してそれほど信頼がおけないというのもあ

ると思うんです。例えばコロナに関しても総合病院の受入病床数に対して、実働のスタッ

フが不足しているというのも少し検証してみることもあるのではないかというふうに思い

ます。例えば高齢者の在宅医療と言うことでそこら辺の在宅医療ができるという以前に徳

島の医療と言うことに関して少し設備とかスタッフの面でも大学生は外に流れてしまうと

いうことがあると思うんですけど例えばなんかその医療人材バンクのようなものであると

か当直医も非常に少なくてたらい回しと言うこともよく聞くのでそこらへんも、徳島に来

たら手厚い医療が受けられるというような、人が集まるようなそういうものを新設する、

徳島ならではのそういう誘致の切り口というのを少し考えて徳島県民の安全安心もそうな

んですけど、専門医の人口割合というのも一回検証してみる必要があるという風に感じて

います。

（山中会長）

ありがとうございます。医療分野の話はおっしゃるとおりですね。うちの大学でも、医

師の輩出というのは全国的には増やさないことにポイントを置いているんですけれども、

現実は、徳島県のお医者さんはかなり高齢化されている。今後これでいいのかという議論

もされています。
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（松永委員）

ｅスポーツの施設についてなんですけど、アミコビルの中に青少年センターの中にｅス

ポーツの拠点ができるということで、徳島ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾍﾞｰｽの目と鼻の先にできるということ

で非常に注目しているんですけど、ともすればｅスポーツ、ゲーム、悪ということで捉え

られる側面があるんですけど徳島県の場合は飯泉知事をはじめとしてですね、ｅスポーツ

のプラスの側面を有効に捉えて発信をされているなと感じています。資料１にも書かれて

いるようにｅスポーツを通じてですね高齢者であるとか、障がい者についても、支援に力

をいれられているということは評価できることと考えております。やはりｅスポーツとい

うことで年齢の差であるとか、性別の差、障害のあるなしに関わらず、例えば足をけがし

たサッカー選手がｅスポーツの選手を目指せるとかですね、そういったプラスの夢のある

事業だと思っています。そうしたｅスポーツに注目されて、青少年センターの中に、しか

もその中にｅスポーツの拠点を行政の思想で作るというのが画期的であると思いますし、

全国で注目される取組になるんじゃないかなと思っております。県民に親しんで頂けるよ

うに単なるゲームの起点としてではなくて、プログラミング等をはじめとするようなＳＴ

ＥＡＭ教育へと発展させて頂けると、より県民もｅスポーツは発展性があるんだなと徳島

県はすごいなというふうに捉えて頂けるのではないかなと思っていますので、より発展性

のある場所にしていただけるように期待を込めて終わらせて頂けたらと思います。

（山中会長）

ありがとうございます。おっしゃるとおり、一つの文化というかこれから当たり前のも

のになってくるんでしょうね。我々の時代は漫画を読んでいると怒られた時代ですが、今

や日本の誇りみたいになっていますし、これから世界はどんどん変わってくると思います。

（小谷委員）

女性や若者と取り組む地域防災力向上シンポジウムを先日徳島で開催して頂いたり、小

・中･高校生や徳島県内防災士の養成、そして徳島大学の中に防災を専門で学べる講座な

どで子ども達や大人の勉強と言う事では、ひとつクリアしているのかなと思います。次の

ステップとして、その子ども達が社会に入った時に各企業でせっかく学んだ知識を活かす

機会がちょっと少ないのではないか、徳島は中小企業が多いものですから、いろんな方と

お話させていただいた時に、企業は業績が優先で従業員を守る勉強会などが後手になって

います。せっかく防災の勉強をしてきた子ども達が入社しているのに、活かしたような取

組が少ないのではないでしょうか。

また、大企業や病院などにも避難訓練などの相談で出かけることもありますが、まだま

だ知識が不足していると思います。いろんなことが上手くいくことにより県民の命が守ら

れ企業が守られ県民が強くなっていくと思うのですが、次のステップをお願い致します。

以上です。

（山中会長）

ありがとうございます。防災士の授業などは、我が大学でも、履修生の金銭的な負担も
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あるんですが受けていただいている方もいて、その後の活躍をということで非常に大切な

ご指摘でした。

（青木委員）

防災の繋がりがあるんですけど、全体を通して意見を言わせていただきます。いつも飯

泉知事がペストの後のルネサンス、そしてコロナの後にはＳＤＧｓだよというフレーズを

最近よくお聞きしております。私もその通りだと思っております。

総合計画はＳＤＧｓが最大のテーマであるというふうに考えております。資料１の表題

の徳島版ＳＤＧｓ持続可能な開発目標の実装に向けてという副題がついていると思いま

す。ＳＤＧｓ、今日お集まりの皆さまはご理解いただいていると思いますが、持続可能性

な社会づくりといった支援でございます。先ほど防災の話がでたように阿南市新野町で新

野シームレス民泊推進協議会防災部会長を務めさせていただいているところです。昨年の

１０月１６日に新野町、福井町、橘町と３町で民間主導で広域避難訓練を実施させていた

だいてでございます。 ＳＤＧｓに落とし込むとやはり持続可能性が高い地域づくりを防

災の視点から取り入れた取組でございまして、大学等で高い評価をいただいているところ

です。計画の中にも今後のポイントは間違いなくＳＤＧｓで地域づくりに落とし込む計画

が実用であろうと考えてございます。それを全体としてまるごととして、大阪関西万博へ

繋げていただきたいというのが思いでございます。

若い人の意見は引き続いて聞くべきだと思っております。若い方に対しての大阪関西万

博のＰＲだったり、今日協議されております総合計画の中身ですね、高校生や大学生、ま

た学生の皆さんに徳島県、こうやって一生懸命作っているんだよと、ビジョンもってやっ

ているんだということを伝えるべきだと思っております。その鍵にはＤＸだったりＧＸを

上手く活用する、今はそういう時代だと思っております。全体の意見でした。

（山中会長）

ありがとうございました。最近、回りの企業さんからもＳＤＧｓ何をしたらいいでしょ

うかねというような問合せが聞かれるようになってきましたけれど、ＳＤＧｓを目的にす

るのではなくて、ご自身のビジネスの中でＳＤＧｓも解決できるようなことをちゃんと考

えるというようなことが本当はＳＤＧｓの取組の中では評価されています。そういったこ

とも大事にしてお手伝いしていけたらなと思います。

（井上委員）

テレビでも SDGs という言葉が流れていて、皆それが大事だとはわかるのですが、どう
しても認識が強くなればなるほど、中身が伴わず言葉だけが独り歩きしてしまうことがあ

る。自分の生活の中で実感できるのが大事だと思うので、SDGs を推進していくにあたっ
て何か新しいことをしなければならないとか、そういった形の方向に向くことが多くなり

がちになるが、そうではなく、いろんな地域独自の生活があって、その中で実は今までや

っている生活の中にＳＤＧｓの要素が含まれているよということに気が付いていくこと、

自分の中で、生活の中で、これがＳＤＧｓに繋がっていることに気が付いていくことが大

事じゃないかと感じております。農家民泊なども推進していく中で、地域の人が今生活の
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中でそういったことが感じられる、発見できることが非常に大事だと思う地域の魅力とＳ

ＤＧｓと今の生活がどう繋がっているのか、講習会や研修会などでも新たな魅力として発

見していくことと、かつ来訪者に対しても学びの場になる。各分野の事業を推進をする中

でも、SDGs に気づけるような政策を進めていっていただけたらと思う。自分自身でも地
域の魅力を感じながら、繋がりを感じていけたらと思います。

（山中会長）

ありがとうございます。私が言葉足らずのような話もちゃんときちっとしゃべっていた

だきました。おっしゃるとおり、生活時間の中で意識してというか、自分がどう思うかと

うことでした。

（歯朶山委員）

ＳＤＧｓの話もそうなんですけど、そう言う割には計画が進んでない気がします。目標

はＳＤＧｓの場合は広いですからどの項目が合うとかというのも大変なのですが、自分自

身の生活をどう考えていくのか、変えていくのか、改善していくのか、私なんかは今ペッ

トボトルとか缶ジュースだとか当たり前のようになってます。でも私はほとんどそれを購

入したりしません。ほとんど使ってないんじゃないかなと思うんですね。ＳＤＧｓを意識

しているわけではありませんが自分の生活の中であまり欲しくなかったりだとか、必要な

いということなんですけど、そういう環境を考える意味でもあまりにも溢れすぎていてそ

れをどう押さえていくのかという方向も必要じゃないかなと思います。自分自身がどうい

うライフスタイルをもっていくのかあわせて考えていくのが重要と思っております。

ちょっと質問というかお願いなんですけど、知事のご挨拶の中にもデジタル化の話がで

てきて特に日本が遅れている、コロナを含めて遅れていることが明らかになってきました。

デジタル対応の社会になっていくということは、食い止めようがありませんし、推進し

ていかなければならないのだろうと思うんですけど、いただいた資料のＡ３の２３ページ、

ただの一人も取り残さないデジタル社会をと書いていただいております。具体的にどのよ

うな方法があるのか。私たちも自分たちの身の回りを見たときにパソコンを持っていない

スマートフォンは持ってはいるけれど、十分使えていないという人たちが圧倒的に多いな

と思います。ですのでスマートフォンを持っているけど見ていないということでなかなか

連絡が付かなかったりするんですけど そういう人たちが非常に多い中でスマートフォン

を連絡用に使うだけじゃなくて、これから韓国や中国のように大きなお金を使っていくと

いうようになってきますし、そういったなかでどうやって誰一人取り残されないデジタル

社会に対応できるという方法をとっていけるのかどうか、併せてコロナの関係で子ども達

がタブレットを持ち帰ってきます。

それを家庭の中で使うときに例えばトラブルが起こったときに、そのトラブルにどう対

処していくのか、それは保護者の方達の知識にかかっているのではないか、それならばい

くらタブレットを持ち帰ったとしても家庭の中でちゃんと環境が整っているのかどうかと

いうことも含めて、とても心配になるんですけど、そういったことを計画の中では細やか

に指導していくと書かれているのですが、はたしてこれが十分になっていくのかどうかと

いう対応策は考えていただけるのか、教えていただけるとありがたいのでよろしくお願い
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します。

（山中会長）

ありがとうございます。デジタルデバイドということですが、日本って、すごく多様性

を重んじる国だと思ってまして、おっしゃるようにいろいろな人に対して対応していく。

逆に機械の方から寄り添っていくみたいな動きも非常に大切だなと思いました。

お答えは、まとめてさせていただきます。

（近藤委員）

お世話になります。まず本日のご準備、行動計画の数値化本当にお疲れ様でした。あり

がとうございます。計画も拝読して、予算案とか参考にさせていただいたんですが、おそ

らく課題やグローバルなトレンドをしっかりつかんだ計画になっているかな、本当にすご

いなと感動しています。一方で、これだけ計画の精緻化と様々な領域に対してはられてい

るので、めちゃめちゃ忙しいんじゃないかなと思います。この膨大な量の工数がかかって、

おそらく人の数、なぜこんなことを申し上げているのかというと、民間企業もグローバル

トレンド、ＤＸ，ＧＸっていうのは、マネジメントできる人材が足りていないんですよね。

そういった意味では、おそらく行政も同じなのではなかろうかというところで、おそら

くその今のリソースの中だけで、これだけのこの素晴らしい計画を実行していくのは難し

いんじゃないのかと思っております。ですので、民間企業も同時のこの領域、ＤＸ，ＧＸ

で実績を残したいという企業が非常に増えているので、コクリエイションの観点で、民間

企業をうまく計画に巻き込んでいくというのが必要ではなかろうかと思っております。で

すので、この計画の実行段階で、民間企業もしくは地元の企業、その領域で活躍されてい

るＩＴ企業だったり、グリーン活動をされている方々だったりをまきこんで、共に実績を

つくっていくのがいいのでは、できるだけコストを抑えて、実績を最大化するっていうの

は、そういった取組が必要なのではないかなと思いました。

（山中会長）

ありがとうございます。結構、的をついているといいますか、デジタル化については発

注問題というのは結構大変な問題でして、ここをなんとか改革していく必要があるのかな

と義務を感じております。

相談からちょっと始められるような関わり方がすごく重要ではないかなと思います。

（布川委員）

ちょっといいですか。当社の今やっていることについて、ご披露させていただけたらと

思います。

デジタル化とかいろんなことをやってますけど、高齢者がついてこれない。私も高齢者

なんですね。そろそろ７０が見えているんですが、やっぱりですね、私はいくつになって

も自身を鍛えていかないとダメ、勉強しないとダメ、身体を鍛えていかないとダメ、健康

にも注意しないとダメ、そういうことをやってもらいたいというのが当社の人間には言っ

ているんですね、先ほど話の中で、ＩＴ技術を使って社員にいろんなことを発信したりす
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るんですね。でも、それを見れないとかね、聞いてないとかね、そういうことを言うのは

ダメです。見てください、見ないのはあなたが悪い、分からないのなら聞いてください。

それはそんな難しいこと言ってないんですよ。高齢者が何もできないことはないと私は

思います。やればできる。本当に９５歳とかになって、使ったことないものを使えという

のは無理かも知れませんが、努力すれば必ずできると思うんですよ。その上達のスピード

って違うんですけどね、でもやっぱり努力するべき。それを努力せずに、やっぱりできな

いから、私は分かりません、だからあんたしてよ、じゃなくて、やっぱりみんなでね、そ

ういうことってやっていかなあかんと思います。社員には聞いていないのは許さんと、そ

れは君が悪い、わたしよりずっと年下の人間が、それを聞いてないや見てないというのは

言わせないっていうことをしてます。

それから、私も水筒持ってます。これ皆さんに勧めたいと思うんですけど、夏は冷たい

飲み物が飲めますし、冬は温かい飲み物がすぐ飲めます。ペットボトルの飲み物持ってい

ても、すぐに温まって変な温度になったり、冬は冷めて冷たくなる。これを持ってるとい

つも快適な飲み物が飲めます。それから変なものは入ってませんし、これ家で作ってます

から。ということで、いろいろやっぱり自分自身ですね、いろいろやっていかないといけ

ないと思っています。私のことを言わせていただきました。

（山中会長）

ありがとうございます。大変、楽しいメッセージでした。

（影治委員）

昨年の８月に、徳島県の町村会の会長に就任させていただきました、美波町長の影治信

良と申します。本審議会には初めての参加ということで、よろしくお願いを申し上げます。

徳島県さんとは、我々町村とは、地方自治体としては同じですけれど、一番近いところで

行政をやらさせていただいているということで、計画を見るときに我々の町村の計画がご

ざいます。そんなときに行政っていうのは、何をするとこかと言いますと、皆様が考えて

いらっしゃるように、生まれる前と言いますが、子どもが生まれてから、そしてお亡くな

りになるまで、その方の一生の人生の中のそれぞれのステージステージで、関わりを持ち

ながら、ご支援をしている、そんな仕事かなと思っております。私自身は、計画っていう

のは３６０度、皆様がそれぞれの各界から参加されているように、いろんな仕事をするの

が自治体でありますけれども、私自身町長という職をさせていただいているという関係で

申し上げますと、やはり使命としまして命と暮らしを守るというところに集約していくん

ではないかと思います。特に直接的に、命に関わるっていうようなところ、もうひとつは

自助・共助・公助っていうフレーズをお聞きになったことがあると思いますけど、特に公

助のところっていうのは、自助と共助がなくてはならないものではありますけれども、特

にハード設備であったり、直接的に住民お一人お一人また地域の方々でなかなかできない

ことを我々がさせていただくっていうような役割分担みたいな考え方を持っておりますの

で、このような計画を作るときにはさきほど申しましたとおり、すべての事象を網羅する

ような計画でなくてはいけないし、いわゆる期間も定められていますので、そのときの視

点というのは、これは私個人の意見ですけれども、ひとつは持続可能性ということで、サ
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ステナブル、さきほどから言われているようにＳＤＧｓ。そしてもうひとつは、ダイバー

シティということで多様性、そして三つ目は、包摂というインクルージョンと言いますけ

れども、ある意味優しさと言いますか、おもいやりっていうところに視点を置きながら、

時代の要請、流れっていうのはないのかなと、知事の最初のご挨拶にありましたけれども、

ひとつはカーボンニュートラルということで、地球環境っていうのが我々が住んでいる、

これを大事にしなければならない、そういったところの大事な自体の要請っていうのは頭

に置きながら、そしてＳＤＧｓという、２０３０年という目標が定められている。そうい

ったところに向かって、どのようにしていくかっていうことで最終的には、県民の幸せっ

ていうふうにつながるような計画っていうようなことになっています。

すごくこの、初めて参加させていただいて勉強不足のところがありますけれども、見さ

せていただいたときに非常によくできた計画かなと思っておりますし、この改善の見直し

シートもしっかりとやられているということで非常に期待をしたいと思います。徳島県さ

んの計画と我々町村の計画は、関係が強いということで、次に見直しをするときは、やは

り計画は国の大きな計画、そして県さんの計画でその中にちゃんと秩序だったものになる

ような形で作っていかなければならないというように考えておりますので、これを見させ

ていただかなければ、特に委員として就任させていただいたのはありがたいんですけれど

も、なかなかいい意見は言えませんけれども、そういったことで同じ地方自治体の代表と

いうことで、意見を何か言わなければならないんじゃないかという圧力もひしひしと感じ

ましたので、手を挙げさせていただきましたけれども、意見らしくない意見とさせていた

だきます。以上でございます。

（山中会長）

ありがとうございます。おっしゃるとおり、県だけでなかなかやれるようなことだけじ

ゃないので、地方自治体の方とぜひ連携をしていっていただけたらと思います。他ご発言

いただいていない方、おられますか。

（松尾委員）

松尾です。よろしくお願いします。ターゲット５の未来へ継承のところになるのかなと

思うんですけれども、自然エネルギーの最大限導入というところがあって、この冬とても

寒くて電気代も高騰しているということで、平均 7千円ずつくらい各地域上がってる報道
もあったんですけれども、自然エネルギーの導入という点では世界的な流れでもあります

し、環境のことを考えた上でのすごく重要なことだと思うんですけれども、課題になって

いる安定供給が難しいということが以前から言われていて、これは世界的な課題なんだと

思います。これを徳島県内で平時は普通の電力を使用していたとしても、例えば災害が起

こったときとか地震が予想される徳島県の中で災害時の電力の共有が難しくなったときに

徳島県内で自分たちで発電してそれを最低限の医療ですとか命に関わる場面で電力を利用

することができる仕組みができると、世界的に見ても画期的な流れになると思いますし、

それが課題になればいいなと思います。コンテナ不足とか社会情勢の変化で輸入がいろい

ろ難しくなっていたりですとか、資源が不足していて日本は食料に関してもそうだと思う

んですけれども、減少がある中で徳島県は土地もありますし、自然もたくさんあるので、
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それをなんとか活かして自給自足までいかないにしても平時以外の県民の命が守られる状

況になるといいなと思いました。

（山中会長）

ありがとうございます。自然エネルギーの活用は蓄積できるフェーズですよね。それが

一番鍵になってくると思います。他いかがでしょうか。そろそろお時間かなと思います。

もしなければ事務局の方へお返ししたいと思います。先ほどのご質問について、県の方か

ら何かございますか。

（事務局・政策創造部総合政策課）

瀬尾委員のご質問について、本計画にデジタル田園都市国家構想がどのように反映され

ているかという部分でございます。デジタル田園都市国家構想、デジタルと田園（グリー

ン）とのマッチングによりまして、デジタルの力でもって地方活性化を推進するものでご

ざいます。本県にそれを当てはめますと、例えばサテライトオフィスでございます。地方

においても東京で働くのと同じような働き方ができることに加えて、休日はサーフィンを

したりだとか、そういう地方ならではの暮らしができる。グリーンの部分で申しますと自

然エネルギーの分野で、本県で言うと太陽光発電や水素といった取組を進めているところ

でございます。本県がこれまで進めてきた事業が、逆に国の方でデジタル田園都市国家構

想というような形になって現れてきたと考えているところでございます。

（瀬尾委員）

国は、デジタルデバイド対策として２３０万人推進人材を養成すると言っているが、そ

れはどのように。

（政策創造部）

デジタル支援員の話がありました。国の方もそうなんですが、県の方もデジタル社会を

迎えるため、誰一人取り残さないデジタル社会を目指す必要があると考えておりまして、

既に総合計画の中にも盛り込まさせていただいておりますけれども、デジタル支援員の育

成というものを今年度からスタートしているところでございます。既に産学官からなるデ

ジタル人材バンク育成プラットフォームを設立しまして、デジタル支援員として今年度、

２２名の方の育成を行ったというところでございまして、これを来年度、再来年度続けて

いって、合計では８０名くらいのデジタル支援員を徳島県で育成したいと考えているとこ

ろでございます。デジタル支援員の皆様が地域の企業であるとか、市町村、教育現場とい

ったところで、しっかりとデジタルの支援を行っていくというような取組を進めていきた

いと、これを国と連動して進めていきたいと考えております。

（経営戦略部）

先ほど、布川委員の方から半田病院のサイバー攻撃の例を挙げられまして、サイバー攻

撃への対応ということでご質問がございましたので、徳島県庁のセキュリティ確保の取組

について発言させていただけたらと思います。
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情報化の推進に当たりまして、セキュリティを確保することは何よりも重要であると考

えておりまして、徳島県庁におきましては、まず、ネットワークを外部と切り離して運用

しているという対策を取っているところでございます。重要なデータが保存されている行

政内部ネットワークについては影響を与えないような仕組みを構築しているという状況と

なっております。

また、普段、職員が業務で使用している行政事務用パソコンについては、最新のセキュ

リティソフトを導入しておりまして、振る舞い検知型ということで対応しているところで

ございます。また、ＵＳＢメモリにつきましても、登録することを前提としておりまして、

登録されていないものについては使用できないというような仕組みを導入しているところ

でございます。

万が一、ランサムウェアに感染して、半田病院のようにデータが暗号化され読めなくな

った場合においても、バックアップ体制を強固な形で講じているという状況でございます

ので早期の復旧が可能となっております。

今後とも、まずはこうしたシステムで防ぐというような重層的な対策を適切に運用する

とともに、職員に対してもしっかりと研修をして参りたいと考えております。

（山中会長）

ありがとうございます。お時間来ていますので、知事お願いします。

（飯泉知事）

各委員の皆さん方からは、私が冒頭申し上げたように、３つの国難。そしてそれを克服

していく未来技術としてのＤＸ、ＧＸ。そして全体の俯瞰としてまずは２０５０年カーボ

ンニュートラル。そこに向かっていくにどうしても世界中で達成をしないといけない２０

３０年のＳＤＧｓ。そしてそこを今度は徳島が牽引をしていこうということでの、絶好の

ＰＲの場である２０２５年大阪・関西万博。それぞれに非常に身近に、あるいはこれから

の未来志向でご提言をいただいたところでありまして、今回いただいた点につきましては、

すべて具現化をしていけるように、これはあくまでも計画でありますので、もうひとつこ

れを実行するための予算。今日発表させていただいた。非常に記者の皆さん方も関心が高

くて、その分だけ、こちらも遅れた訳でありますが、それでは足りんと、もっと終わった

後で時間を取ってくれという話がありまして、そういった対応もさせていただくわけであ

りますが、それぐらい今申し上げたファクターに対しての関心が高いということになりま

す。

そこで順次皆さん方からいただいた点についてコンパクトに申し上げていきたいと思い

ます。瀬尾さんからいただいた点については、資料の１、各施策、代表事例だけ書いてあ

りますが、この中にデジタル田園都市国家構想、つまりデジタルと田園都市、ＧＸ・ＤＸ

ということで頭に全部つけさせていただいておりますので、それがひとつの事例であると。

それからデジタル支援員、先ほど家にタブレット型端末、歯朶山さんが大変だよという話

があったんですが、実は授業でも大変なんです、ＧＩＧＡスクール。つまり３５人学級で

授業をした、誰か一人がどこか触っちゃってシャットダウンしちゃった、先生直せないで

す。日頃使い慣れてないわけですから。授業が止まる、そこでデジタル支援員が要るとい
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うことを知事会長としても提言をして、国もようやくね、２３０万人っていったのもそう

いう話から出るわけでありまして、デジタル支援員が、とてもとても足りない。全く無理

な話なんです。先ほど非常にいいヒントを井上さん、別分野、ＳＤＧｓでいただいた、Ｓ

ＤＧｓっていうと、なんか目新しいものか、こう思うんですが、そうではないんです。ま

さに地域での営み。それがということで、実はこのＦＲａＵも県が作ったのではないんで

す。これは講談社がＦＲａＵを出していて、ここにも書いてあるんですけどね、その「Ｓ

－ＴＲＩＰ（エストリップ）」とは、実はＳＤＧｓトリップ。それを見るんだったら、創

刊号ですけどね、徳島へ行けと、全編徳島なんです、まるごと。つまり、講談社でも、皆

さん方に、特に女性向けの雑誌なんですけど、魅力的なＳＤＧｓ、それのモデルはすべて

徳島にあると、いうことでまるごと徳島。ということになっていて、この後それぞれずっ

と冊子ができていくんですけどね。ということで実はこの支援員についても、今それに成

り代わる人が何百人も何千人もいるんです。ということで徳島県が何をやっているかとい

うと、例えば、高齢者の皆さんというとデジタル、情報通信、ＩＴが弱いなんて言われち

ゃうんですけどね、実はそうではないんです。徳島の人たち、ただ我々高齢者と呼ばずに

アクティブシニアと呼ばせていただいているんですが、実はシルバー大学院で人気が高い

のはＩＴ講座なんです。それでシルバー大学院で資格を取っていただいて、今、小学校な

どに行っていただいてて、プログラミング教育やっていただいて、お孫さんたちの世代に

対して。この皆さん方をｅ－とくしま推進財団の皆さん方、ここは例えば物産協会、県内

のＩＴの企業の皆さん方、団体と連携してもらって、シルバー大学校、大学院、その卒業

生、生きがいづくり推進員こうした皆さん方と連携していただくと、たちどころに何百人、

何千人、こうした人たちが実はデジタル支援員になりうるということがありまして、これ

は爆発的にやっていたと、ということで普段使いが一番重要。そのために長い間をかけて、

シルバー大学校大学院も徳島は、全国で最も歴史があるシルバー大学校大学院ということ

になっているんですね。そういった普段使い、あるいは今やっておられることが実は目新

しいことではなくて、最先端やっておられるんだよと、こうしたことをもっともっと知っ

ていただいて、我々もＰＲする。あるいはプラットフォームという言葉がやたらでてくる

んですが、そうした場を作り上げていこうという形で進めているところでありますので、

ぜひご理解をいただきたいと思います。

もう一点、古本委員さんからのご質問、徳島の医療遅れているのではないかという話が

あったんですね。徳島の医療が遅れると、この国の医療は終わっちゃうんです。ていうの

も専門医の話もあって、つい先般、一般社団法人日本専門医機構と全国知事会との意見交

換会、理事長とやったんですけどね。いま専門医が足りない、専門医をたくさん作ってい

こう、新しい分野、地域医療なんかも新しくできあがったんですけどね。なかなか人がい

ない中どうやって作っていくかというなかで、医療過多のところからめしあげていくとい

う話になっていて、徳島は典型的なところで医療過多だと言われているんです。確かに人

口１０万人あたり、医師免許の数日本一は徳島県なんです。ただ言われたように実はお医

者さんの免許は定年がないんですね。だから実際に稼働している、勤務医として、例えば

徳島大学病院、県立病院、鳴門病院、日赤、それぞれ色々な病院があるけれどもここで実

働している人たち、というのは必ずしも日本で一番ということではなくて、どちらかとい

うと東京とか大阪とか大都市部にたくさんいるんですね。ただこうしたことをただ単に免
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許の数だけでやるんではなくて、実際に実働、こうしたもので見ていく。 そうした形で

新たな専門医のあり方といったものを考えていかないとならないということで、一から考

え直してくれと。ということを強く実は言っている真っ最中ということでありますし、徳

島の医療が多いと実感は仲之町周辺に来ていただければおわかりいただけると思う。お医

者さんが複数軒並んでいる。逆に東京とか大阪に行くと、その一つの団地群の中でも一軒

あるかないかなんですよね。だから今回コロナ病床の話もでましたけどね。東京・大阪は

医療、一発で逼迫しちゃう。一見すごい大病院があってすごいって言われるんですけど、

人口比率で見てみると、とてもとても逆に医療過疎、これは大都市の実態なんですね。さ

っき仰ったようにこれから重要なのは、専門医になるためにいかに魅力的な病院と、最先

端の医療ができるかできないか、今は素晴らしいマグネットドクター、引きつけてくるド

クターっていうのがあるんですけどね、それだけじゃなくて、ダヴィンチをはじめベッド

ＣＴなどなど最先端の医療機器がどれだけあるかというのが勝負になっていくところです

ので、徳島大学病院と県立中央病院が一体化した総合メディカルゾーン、日本初のものを

作り上げたというのも実はそういうところにあって、で、これからどんどんお医者さんで

専門医を目指す、さらに腕を磨こうとする人たちが徳島を目指してくれる、そこからいろ

んなところへ旅立っていただけると。こうした形を徳島としてやっていくということで日

本初として公的公立病院、今１５を束ねた医療コンソーシアム、そして、ローカル５Ｇあ

るいは５Ｇをもって標準装備でこれをつないでいこうという遠隔医療、遠隔診断、遠隔手

術こうしたものがきっちりとできる、日本のモデルを作り上げていこうと今進めていると

ころであって、それが布川委員が言われた、実はサイバーテロなどに対しても強い、つま

り専用回線的なものを使っていく。インターネットに繋がっていると全部入ってきちゃう

んですね。つまりイントラといって、その中だけで閉じる。これが大変重要なところで、

ローカル５Ｇというのはまさにそこになってくるところでありますので、我々としては日

本最先端のそうしたモデル、これを徳島で実現していく。そこで先ほど冒頭で、ＤＸ、Ｇ

Ｘ、その最先端の事例といったものが徳島にあり、またそれを期待されている、そうした

点を申し上げたところでもありますので、ぜひ理解をよろしくお願い申し上げたいと思い

ます。

今日いただきました点、我々としてもしっかりと咀嚼をさせていただき、そして身近な

ものとしてこれらを感じていただくというお話をいただいたとおりの形で進めていければ

と考えておりますので、これからもどうぞよろしくお願い申し上げます。本日はどうもあ

りがとうございました。

（山中会長）

欠席の委員さんからご意見いただいているそうですので、事務局からご披露いただいて、

あと事務局から事務的な連絡事項がありますので、お願いしたいと思います。

（事務局・政策創造部総合政策課）

山上委員からいただいておりますご意見をご紹介させていただきます。現計画では、重

点戦略３にフレイル対策展開をあげ、オンライン等を導入するなど実施手法を見直す、開

催の場も拡げるとされています。高齢者につきましては、このコロナ禍において、「自粛」
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や通いの場の中止などにより、フレイルや認知症が増えてきております。実際、診察室で

もしばらくぶりに診る患者さんの弱りに愕然とすることがあります。ＹｏｕＴｕｂｅやケ

ーブルテレビで体操できるようにしたり、デジタル対応力アップと兼ねあわせて、通いの

場で高齢者のスマホやスマートウォッチ教室を開催して、スマホ等での通いの場や参加や

健康管理支援ができるようにするのはいかがでしょうか。そのサポートを県で行ってはい

かがでしょうか。より一層のフレイル対策拡充になるかと思いますとの意見をいただいて

おります。

＜事務局説明＞

・会議録の公表について、事務局で取りまとめた上、発言された委員に確認を頂いてから、

発言者名も入れて公開したい。

・今後のスケジュールについて、本日からパブリックコメントを実施した後、県議会２月

定例会に提案し、ご審議いただく予定。

・次回開催は、来年度を予定しているが、山中会長と相談の上、改めてご連絡させていた

だく。

～以上～


